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赤ちゃんが誤飲しても安全なのはどっち？ 

よつ葉生協は人にも地球にも優しい「石けん」の普及をすすめています 

「除菌」「抗菌」「消臭」「真っ白」「泡切れ抜群」「手に優しい」「環

境に優しい」「素敵な香り」「仕上がりふんわり」・・・様々な魅力がアピ

ールされる合成洗剤。よつ葉生協がこんなに「優れた」商品をお勧めせ

ず、「石けん」の普及を進めるのには理由があります。 

 

合成洗剤は、人にも地球にも安全ではありません。赤ちゃんが誤飲し

てしまった場合、急いで大量の牛乳を飲ませ、救急搬送しなくてはなり

ません。 合成洗剤の誤嚥事故は頻繁に起きていますが、2022 年 10

月にも、入院中の高齢男性が、コップに入った液体洗濯用合成洗剤を

飲み、界面活性剤中毒による多臓器不全で中毒死する事件が起きて

います。 

（参照：読売新聞オンライン

https://www.yomiuri.co.jp/national/20230117-

OYT1T50063/ ） 

 

また、近年ではパック型の洗濯用液体合成洗剤を幼児や高齢者が

誤嚥する事故が多発しています。独立行政法人国民生活センターは

2015年3月にこの件について消費者庁と共に注意喚起を行いました

が、事故が後を絶たず、今年３月13日に『なくならない洗濯用パック型

液体洗剤による事故‐子どもだけでなく高齢者が誤って口に入れる事

故も発生』と報道資料を発表し、再び注意喚起を行っています。資料に

は子どもがパック型液体洗剤を誤って口に入れ、嘔吐し、誤嚥性肺炎

等となった事例や、高齢者が誤って口に入れたことにより化学性肺炎

等となり、その後死亡した事例などが紹介されています。 

（参照：独立行政法人国民生活センター 

https://www.kokusen.go.jp/pdf/n-20240313_2.pdf ） 

アメリカでは 2013 年から 14 年までの間にパック型洗剤を飲み込

んで危険な状態となった子どもは 22000 人余りで、大半が３歳未満。

子どもの症状には呼吸停止や昏睡、心停止など深刻なケースも含ま

れ、２人が死亡し、嘔吐や喉のやけど、目の外傷などが起きた例もある

そうです。また、2015 年時点で、「7 人死亡」とのオンライン記事もあり

ました。 

（参照：CNNオンラインニュース

https://www.cnn.co.jp/usa/35081806.html  

ウォール・ストリート・ジャーナル日本版

https://jp.wsj.com/articles/SB123878423563265934648

04580642142345144912 ） 

一方、石けんを誤飲してしまっても、胃酸で分解され、脂肪酸と食塩

になるので、身体への深刻なダメージはありません。ネズミは石けんを

餌としてかじりますね。 

下水から川に排出されても、水中のカルシウムと結合してカルシウム

石けんになり、微生物に分解されたり、小魚のエサになるなどして自然

に消滅します。 

 

合成洗剤は…分解されずに河川に残存し、湾や海の底に蓄積されま

す。多摩川では残存する合成洗剤の濃度が１～２ppm になっていて、メ

ダカなどはとても住めない濃度です。 

 

「環境にやさしい」と謳っていても、植物油脂から作られていても、合

成界面活性剤が入っていれば合成洗剤です。 

よつ葉生協はカタログ「くらら」では石けんしか扱っていません。カタロ

グ「くらら」では合成洗剤は一切取り扱いません。 

 

しかし残念ながら、商品取り扱い基準が違う日生協のカタログ「キャ

ロット」では、合成洗剤や、成分に毒性の強い農薬を含む殺虫剤などの

取り扱いもあり、よつ葉生協で注文できてしまいます。ご注意ください。 

よつ葉生協は、合成洗剤のご利用はおすすめしません。 

人にも環境にもやさしい石けんを使いましょう！ 

 

参考： 

よつ葉文庫  No.1228  

『石けんと合成洗剤 50のQ＆A』 

洗剤・環境科学研究会編 合同出版 

   

 

 

 

 

 

 （理事 堀） 

 

くらら 6月 3週 P23 でご案内！！ 

知りたい疑問や 

知らなかったことが

楽しく 

学べます♪ 
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お試し 

https://www.yomiuri.co.jp/national/20230117-OYT1T50063/
https://www.yomiuri.co.jp/national/20230117-OYT1T50063/
https://www.kokusen.go.jp/pdf/n-20240313_2.pdf
https://www.cnn.co.jp/usa/35081806.html
https://jp.wsj.com/articles/SB12387842356326593464804580642142345144912
https://jp.wsj.com/articles/SB12387842356326593464804580642142345144912


2024年 5 月 27日＜NO.791＞                                            よつ葉だより ３ 

 

とちぎ花センターに行こう！ 栃木委員会 

3月 14日（木）晴れた青空の下、14名で栃木市のみかも山公園東にあるとちぎ花センターを歩

きました。ガイドして下さったのはとちぎ花センター職員の稲葉さん。 

 まずは観賞大温室、とちはなちゃんドームからユーモアを交えて案内して下さいました。 

花の見た目がダースベーダーそっくりのアリストロキアサルバドレンシスという植物や、今年も

咲いてしまった…咲くと国家事変が起こるというトビカヅラ、ツリガネカヅラというカレーの香

りのする植物、高さが 20m 以上あるタビビトノキなどなど。ヒスイカヅラには今年もつぼみがあ

りました！ 

 温室を出ると目の前にはビオラが満開の大花壇、いつ来ても咲いているように季節の花を順次

植え替えているそうです。花壇を囲むバラ園は綺麗に剪定されており、花好きの方にはぜひこの

花の無い状態も見てから、春と秋のバラを見てもらいたいとのこと。土の力を引き出すために、

極力農薬、化学肥料は使わずにお手入れをしていて、たい肥を地上 3 センチ全体的に敷き詰めて

いて雑草を生えにくくしているそうです。特に秋バラは、いらして下さい！と自信を持って言え

ます、とおっしゃっていました。 

 とちぎ花センターでは季節毎に様々なイベントを開催していて、その季節での植物や花を楽し

めます。今回は洋蘭展と栃木の器のコラボレーションでした。栃木市の自慢の名所にぜひ足を運

んでみて下さい。                          （栃木委員会 高際） 

 

よつ葉文庫 

No.1314『アウシュヴィッツ平和博物館 創立 20 周年 誌』  

 

2000 年に塩谷町にアウシュヴィッツ・ミュージアムが開設されました。遺品の展示を

1988 年から 12 年をかけ北海道から沖縄まで行いました。 

その時の支援の縁で塩谷町に常設館を設立しました。よつ葉生協の塩谷センターが出来た

頃で、支援カンパを行ったり交流をしていました。立派な展示場もでき、県内外からの視

察も増えてきました。2 年後に借りていた土地が売買されることになって撤去され、福島

県の白河へ移転することになりました。 

よつ葉生協でも白河に移った後も支援を続けていますが、世界の負の遺産が栃木県に落ち

着いていた時期もありましたが、転居時に代表の青木さんが亡くなり、継続が厳しい中で

頑張っています。 

そう遠くない時代に起きたことですが忘れかけられています。 

子どもと一緒に訪ねてみたらいかがでしょうか。            

 

塩谷町で閉館するお別れ会が開かれ出席しました。せっかく形が整って県外の学校などか

らも生徒が学びに来始めたばかりでした。栃木に根を下ろしてほしかったのですが力及ば

ずで申し訳ない思いでした。白河へ建設途中の様子を見に行き、良い場所が見つかってホ

ッとしました。平和は一人一人が自ら作るものであることを刻んだ場所でした。 

（顧問 冨居） 

 

新刊登録 

数年前の夏にアウシュビッツ平和博物館が

開く平和の夏まつりに行き、地元高校生の演

劇と合唱を観て、平和博物館に行きました。

強制収容所について『アンネの日記』や『夜

と霧』『アウシュビッツの図書係』など本でう

かがい知ることはできますが、平和博物館で

は実際の衣類や写真、資料、視聴覚資料を、

屋外の貨車では当時のポーランドの子ども

達が描いた絵を見ることができます。遺品や

写真は強力な力を放ち、夏まつりに来ていた

高校生や子ども達、地元の皆さんとのつなが

りも印象的でした。博物館で代表の小渕さん

とお会いでき、この地で仲間の皆さんと記憶

と記録を伝えるという熱意が静かに伝わっ

てきました。どうぞ立ち寄ってみて下さい。 

（理事長 三輪） 

 

（ホームページより） 

アウシュビッツ平和博物館 

福島県白河市白坂三輪台 245 

 

 




